
７
月
４
日
㈪
〜
14
日
㈭
ま
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
・

デ
ブ
レ
ツ
ェ
ン
市
の「
第
27
回
ベ
ー
ラ
・
バ
ル
ト
ー

ク
国
際
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
」に
、
砺
波
市
立
出
町

中
学
校
の
22
名
を
は
じ
め
と
し
て
総
勢
24
名（
名

誉
団
長
・
吉
田
泉
芸
文
協
会
長
、
団
長
・
西
島
健

史
出
町
中
学
校
長
）を
派
遣
し
ま
し
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
作
曲
家
ベ
ー
ラ
・
バ
ル
ト
ー
ク

の
名
を
冠
し
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
有
数
の
国
際
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
で
、
県
内
か
ら
は
2
0
0
8
年
の
吉

江
中
学
校（
南
砺
市
）以
来
８
年
ぶ
り
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。

出
町
中
学
校
は
、
児
童
合
唱
部
門
と
各
国
の
民

謡
を
唄
う
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

出
場
し
、
児
童
合
唱
部
門
本
選
に
進
ん
で
４
位
の

好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
は「
こ
き
り
こ
節
」を
披
露
す
る

な
ど
、
富
山
の
伝
統
的
な
民
謡
で
野
外
劇
場
の

観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
マ
ー

チ
ャ
ー
シ
ュ
教
会
の
中
で
も
歌
う
機
会
を
与
え
ら

れ
、
重
厚
な
歴
史
と
宗
教
の
厳
か
さ
の
中
、「
さ
く

ら
さ
く
ら
」の
澄
み
渡
る
歌
声
を
響
か
せ
、「
天
使

の
声
」と
現
地
の
人
々
か
ら
賞
賛
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
期
間
中
、
７
月
30
日
㈯
に
開
幕
の「
と

や
ま
世
界
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭
２
０
１
６
」に
ハ

ン
ガ
リ
ー
か
ら
参
加
の「
若
者
の
声
V
O
X
合
唱

団
」と
も
交
流
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

出
町
中
学
校
の
生
徒
に
と
っ
て
合
唱
の
技
術
を

高
め
る
と
い
う
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
文
化
の

融
合
を
通
じ
新
た
な
感
性
に
目
覚
め
る
、
か
け
が

え
の
な
い
機
会
と
な
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

ハンガリー友好交流事業

第27回ベーラ・バルトーク
国際合唱コンクール派遣事業
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一
般
社
団
法
人
富
山
県
芸
術
文
化
協

会
の
第
60
回
理
事
会
は
、
５
月
11
日
㈬

午
後
３
時
よ
り
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
富
山
３
階「
鳳
」に
お
い
て
、

山
本
修
県
生
活
環
境
文
化
部
長
と
清

原
明
宏
県
文
化
振
興
課
長
を
来
賓
に

迎
え
、
理
事
42
名
、
参
事
33
名
、
監
事

２
名
、
事
務
局
幹
事
な
ど
、
あ
わ
せ
て

約
1
1
0
名
の
出
席
を
得
て
開
催
し
ま

し
た
。

吉
田
泉
会
長
の
挨
拶
の
後
、

山
本
部
長
の
ご
挨
拶
を
頂
き
、

議
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
第
１
号
議
案「
平
成
27

年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
・

監
査
報
告
」に
つ
い
て
事
務
局

か
ら
の
説
明
後
に
磯
野
監
事
か

ら
の
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
第
２
号
議
案「
役

員
の
改
選（
案
）」に
つ
い
て
は
、

吉
田
会
長
の
再
任
が
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
後
、
そ
の
他
役

員
の
異
動
案
に
つ
い
て
、
社
員

総
会
で
選
任
す
る
理
事
・
監
事

の
候
補
者
全
員
と
、
名
誉
会
長
、

副
会
長
、
専
務
理
事
の
候
補
者

を
諮
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
第

３
号
議
案
の「
平
成
28
年
度
事

業
計
画（
案
）・
予
算（
案
）」に

つ
い
て
、
第
４
号
議
案「
そ
の

他
」で
は
、
第
４
回
社
員
総
会
の
招
集

に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
案
が
出
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
26
日
㈭
11
時
よ
り
パ
レ
ブ
ラ
ン

高
志
会
館
２
階「
嘉
月
」に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
第
４
回
社
員
総
会
に
は
、
来
賓

に
車
谷
市
朗
県
生
活
環
境
文
化
部
次
長

を
お
迎
え
し
、
正
会
員
36
団
体
中
34
団

体
に
加
え
、
理
事
15
名
、
参
事
19
名
と

監
事
２
名
な
ど
、
あ
わ
せ
て
約
90
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

吉
田
会
長
の
挨
拶
の
後
、
車
谷
次
長

よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
、
定
款
第
15
条
に

よ
り
、
議
長
に
県
演
劇
団
体
連
絡
協
議

会
代
表
の
平
田
義
人
氏
を
選
出
し
議
事

に
入
り
ま
し
た
。

第
１
号
議
案「
平
成
27
年
度
事
業
報

告
・
決
算
報
告
、
監
査
報
告
」が
審
議

さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
次
に
第
２
号
議
案「
役
員
の
改
選

（
案
）」で
は
、
理
事
、
監
事
、
名
誉
会

長
、
会
長
、
副
会
長
、
専
務
理
事
の
各

候
補
者
ご
と
に
決
議
を
行
い
、
い
ず
れ

も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
第
３

号
議
案「
平
成
28
年
度
事
業
計
画（
案
）、

予
算（
案
）」に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
の

説
明
後
承
認
さ
れ
、
社
員
総
会
は
終
了

し
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
28
年
度
事
業

計
画
は
、
３
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

第
60
回
理
事
会
・
第
４
回
社
員
総
会
を
開
催

役
員
の
異
動�

（
敬
称
略
）＊
新
任
の
み

《
参　
　
　

議
》	

得
地　

秀
生

	

安
念
千
重
子

《
理　
　
　

事
》	

温
井　

喜
央

	

丸
山　

幸
一

	

高
岡
由
美
子

	

阿
波
加
蒼
岳

	

広
井　

優
子

	

篠
崎　

秀
一

	

舘　
　
　

聖

	

山
本　
　

清

《
参　
　
　

事
》	

水
口　

純
治

事
務
局
の
異
動�

（
敬
称
略
）＊
新
任
の
み

《
事
務
局
参
与
》	

吉
川　

信
一

	

宇
津　

孝
志

	

青
山　

三
郎

	

上
森　

四
郎

	

黒
田　

昌
吾

	

喜
多
野　

瑛

	

前
田　

玲
子

《
事
務
局
幹
事
》	

石
田　

敬
真

	

谷
内　
　

徹

	

田
畑　
　

功

	

谷
口　

信
夫

	

石
川
知
恵
子

	

丸
山
美
由
紀

	

坂
井　
　

禎

	

吉
田　

律
子

2



● 

お
よ
ろ
こ
び
の
人
々 

●

（
平
成
28
年
4
月
以
降
受
賞
順
・
敬
称
略
・
記
名
順
不
同
）

第
38
回
日
本
新
工
芸
展

日
本
新
工
芸
会
員
賞�

谷
口　

信
夫

第
１
回
文
芸
思
潮
賞

　

最
優
秀
賞�

神
通　

明
美

第
26
回
工
芸
美
術
日
工
会
展

日
工
会
会
員
賞�

池
上　
　

猛

第
46
回
日
彫
展

　

日
彫
賞�

森
田　

一
成

春
の
叙
勲

　

瑞
宝
中
綬
章�

金
岡　

祐
一

　

瑞
宝
小
綬
章�

村
井　
　

和

�

室
谷　

智
明

訃　

報

美
術
評
論
を
通
じ
て
芸
文
協

の
組
織
活
動
に
ご
貢
献
い
た
だ

い
た
元
県
博
物
館
協
会
長
で
元

芸
文
協
理
事
の
定
塚
武
敏
先
生

が
平
成
28
年
５
月
13
日
に
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
短
歌
を
は
じ
め
文
芸

活
動
を
通
じ
て
芸
文
協
の
組
織

活
動
に
ご
貢
献
い
た
だ
い
た
県

歌
人
連
盟
顧
問
、
元
芸
文
協
理

事
の
歌
人

柴
垣
光
郎
先
生
が

平
成
28
年
７
月
１
日
に
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

生
前
、
富
山
県
の
芸
術
文
化

の
振
興
と
発
展
、
ま
た
芸
文
協

の
諸
事
業
に
対
し
て
多
大
な
ご

貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
、
こ
こ
に
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

①
第
41
回
富
山
県
青
少
年
美
術
展

９
月
10
日
㈯
〜
13
日
㈫

富
山
県
民
会
館
美
術
館
・

地
下
展
示
室
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

②
第
39
回
富
山
県
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

《
展
示
部
門
》

11
月
26
日
㈯
〜
28
日
㈪

富
山
県
民
会
館
美
術
館

《
演
示
部
門
》

11
月
27
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館

③
国
際
芸
術
文
化
交
流
事
業

④
芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業

６
月
〜
平
成
29
年
３
月（
予
定
）

＊
６
面
に
掲
載

⑤�

広
報
誌「
藝
文
協
だ
よ
り
」

239
号
〜
243
号
刊
行

⑥�

総
合
文
芸
誌『
と
や
ま
文
学
』

第
35
号
刊
行

（
第
35
回
と
や
ま
文
学
賞
）

⑦��

総
合
機
関
誌『
藝
文
と
や
ま
』

第
45
号
刊
行

⑧
芸
術
鑑
賞

平
成
29
年
３
月（
予
定
）

富
山
県
民
会
館（
予
定
）

日
本
舞
踊
公
演（
古
典
舞
踊
）

⑨�

県
民
芸
術
文
化
祭
２
０
１
６
参
加

第
65
回
富
山
県
芸
術
祭

６
月
〜
平
成
29
年
２
月

県
内
一
円

加
盟
36
団
体

⑩
第
22
回
富
山
県
い
け
ば
な
公
募
展

７
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

富
山
県
民
会
館
地
下
展
示
室

⑪
国
際
交
流
事
業

ア　

�

富
山
県
・
遼
寧
省
友
好
写
真
交
流

展
２
０
１
６

９
月
下
旬（
予
定
）

中
国
遼
寧
省
瀋
陽
市
・

遼
寧
美
術
館（
予
定
）

イ　

こ
ど
も
バ
レ
エ
遼
寧
省
派
遣
事
業

（
派
遣
期
間
）９
月（
予
定
）

（
派
遣
先
）�中
国
遼
寧
省

遼
寧
バ
レ
エ
学
校

ウ　

日
韓
友
好
交
流
事
業

（
出
品
期
間
）５
月
28
日
㈯
〜

７
月
６
日
㈬

（
出
品
者
）富
山
県
書
道
連
盟
30
名

（
会�　

場
）�韓
国
・
江
原
道
麟
蹄

如
初
書
芸
館

エ　

�

第
27
回
ベ
ー
ラ
・
バ
ル
ト
ー
ク

国
際
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
派
遣
事
業

（
派
遣
期
間
）７
月
４
日
㈪
〜
14
日
㈭

（
派
遣
先
）�ハ
ン
ガ
リ
ー
・

デ
ブ
レ
ツ
ェ
ン
市

オ　

�

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
バ
ラ
ト
ン
美
術

キ
ャ
ン
プ
派
遣
事
業

（
派
遣
期
間
）５
月
10
日
㈫
〜
22
日
㈰

（
派
遣
先
）ハ
ン
ガ
リ
ー
・
バ
ラ
ト
ン
湖

カ　

�

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ハ
イ
ド
ゥ
ナ
ー

ナ
ー
シ
ュ
国
際
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

派
遣
事
業

（
派
遣
期
間
）７
月
16
日
㈯
〜

８
月
２
日
㈫

（
派�

遣
先
）�ハ
ン
ガ
リ
ー
・

ハ
イ
ド
ゥ
ナ
ー
ナ
ー
シ
ュ

①�

県
民
芸
術
文
化
祭
２
０
１
６

総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
準
備
事
業

《
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
》

９
月
17
日
㈯

富
山
県
民
会
館

《
生
活
文
化
展
》

９
月
17
日
㈯
〜
19
日（
月
・
祝
）

富
山
県
民
会
館

②
平
成
28
年
度
県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

（
期　

日
）＊
７
面
に
掲
載

③
中
央
通
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

4
月
21
日
㈭
〜

平
成
29
年
4
月
25
日
㈫

北
陸
銀
行
本
店
中
央
通
シ
ョ
ー

ウ
ィ
ン
ド
ウ

（
出
品
者
・
会
期
）＊
６
面
に
掲
載

④
ほ
く
ぎ
ん
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

４
月
７
日
㈭
〜

平
成
29
年
４
月
11
日
㈫

北
陸
銀
行
本
店

（
出
品
者
・
会
期
）＊
６
面
に
掲
載

⑤�

ほ
く
ぎ
ん
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド　

一
番
町

４
月
16
日
㈯
〜

平
成
29
年
４
月
14
日
㈮

北
陸
銀
行
越
前
町
支
店
シ
ョ
ー

ウ
ィ
ン
ド
ウ

（
出
品
者
・
会
期
）＊
６
面
に
掲
載

①
第
71
回
富
山
県
美
術
展

〈
応
募
入
賞
入
選
作
品
〉

６
月
４
日
㈯
〜
10
日
㈮

富
山
県
民
会
館

②
と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
２
０
１
６

ア　

�

全
日
本
地
域
選
抜「
モ
ダ
ン
ダ
ン

ス
・
ガ
ラ
・
イ
ン
利
賀
２
０
１
６
」

10
月
２
日
㈰

富
山
県
利
賀
芸
術
公
園

新
利
賀
山
房

イ　

�「
日
舞
・
洋
舞
・
邦
楽
公
演
」

10
月
10
日（
月
・
祝
）

富
山
県
利
賀
芸
術
公
園

利
賀
大
山
房

ウ　

�

オ
ペ
ラ
公
演「
笠
地
蔵
」他

12
月
４
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館

③�

美
の
祭
典

越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

11
月
19
日
㈯
〜
23
日（
水
・
祝
）

富
山
県
民
会
館

④�

と
や
ま
世
界
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭

２
０
１
６

７
月
30
日
㈯
〜
８
月
４
日
㈭

①�（
一
社
）富
山
県
芸
術
文
化
協
会
創
立

45
年
・
第
65
回
富
山
県
芸
術
祭
記
念

表
彰
式
・
祝
賀
会

11
月
３
日（
木
・
祝
）

〈
表
彰
式
〉富
山
県
民
会
館
304
号
室

〈
祝
賀
会
〉�Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
富
山

②
第
３
回
富
山
ひ
ま
わ
り
賞
贈
呈
式

11
月
３
日（
木
・
祝
）

富
山
県
民
会
館
304
号
室

③�

第
11
回
富
山
県
芸
術
文
化
協
会

「
北
日
本
新
聞
社
杯
ゴ
ル
フ
大
会
」

10
月
20
日
㈭（
予
定
）

富
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

主
催
事
業

受
託
事
業

共
催
事
業

そ
の
他
事
業

（

）

平
成
28
年

8
月
現
在

平

成

28

年

度

事

業

計

画

3



５
月
28
日
㈯
〜
７
月
６
日
㈬
ま
で
韓

国
・
江
原
道
麟イ

ン

蹄ジ
ェ

の
如
初
書
芸
館
で

開
催
さ
れ
た「
日
韓
国
際
交
流
書
藝
展

2
0
1
6
」に
、
富
山
県
書
道
連
盟
所
属

の
女
流
書
道
家
の
作
品
を
出
展
し
ま
し

た
。
当
初
は
６
月
３
日
㈮
ま
で
の
予
定

で
し
た
が
、
韓
国
側
よ
り
好
評
に
つ
き

展
示
期
間
延
長
の
申
し
出
が
あ
り
、
一
ヵ

月
以
上
の
展
示
期
間
と
な
り
ま
し
た
。

江
原
道
女
流
書
藝
家
協
会
よ
り
昨
年

に
引
き
続
き
出
品
要
請
を
受
け
、
漢
文

書
道
を
は
じ
め
、
か
な
文
字
と
篆
刻
と

前
衛
の
書
道
作
品
30
点
を
出
品
。
現
地

韓
国
の
ハ
ン
グ
ル
文
字
な
ど
の
書
道
作

品
約
60
点
と

合
わ
せ
て
展

示
さ
れ
、
両

国
の
文
化
交

流
の
場
と
し

て
大
盛
況
を

博
し
、
韓
国

書
藝
家
か
ら

激
賞
を
受
け

た
と
の
こ
と

で
す
。

【
富
山
か
ら
の
出
品
者
】（
敬
称
略
）

時
女　

信
子　
　

石
井　

克
代

江
幡　

春
濤　
　

水
口　

香
魚

松
本　

燁
之　
　

有
川　

立
虹

石
川
知
恵
子　
　

今
川　

芳
舟

後
谷　

芳
琴　
　

高
田　

直
子

長
坂　

石
泉　
　

中
村　

美
梢

平
野　

春
汀　
　

正
橋　

白
鵞

荒
木　

志
織　
　

上
田　

和
芳

江
幡　

波
濤　
　

岡
本　

杏
華

織
田　

翆
苑　
　

小
野　

啓
優

片
村　

昂
萃　
　

手
塚　

和
美

中
沢　

妍
洋　
　

藤
井　

玉
翠

前
田　

芳
雪　
　

山
根　

美
幸

尾
崎　

翠
光　
　

小
森　

香
苑

得
永　

春
水　
　

千
代　

歩
月

５
月
10
日
㈫
〜
22
日
㈰
ま
で
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
・
バ
ラ
ト
ン
で
行
わ
れ
た
美
術

キ
ャ
ン
プ
に
、
洋
画
家
の
大
門
清
廣
氏

と
清
水
利
昭
氏
を
派
遣
し
ま
し
た
。
大

門
清
廣
氏
は
２
年
連
続
10
回
目
、
清
水

利
昭
氏
は
初
め
て
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。広

大
で
美
し
い
バ
ラ
ト
ン
湖
の
湖
畔

で
行
わ
れ
る
美
術
キ
ャ
ン
プ
へ
の
派
遣

事
業
は
、
2
0
0
7
年
に
始
ま
り
今
年

で
８
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
現
地
で
は

富
山
で
の
国
際
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
に
参

加
し
た
作
家
と
の
再
会
も
あ
り
、
旧
交

を
温
め
ま
し
た
。
多
く
の
参
加
者
た
ち

と
共
に
制
作
に
励
み
、
ま
た
寝
食
を
共

に
す
る
こ
と
で
多
彩
な
文
化
、
表
現
方

法
に
触
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
16
日
㈯
〜
８
月
２
日
㈫
ま
で
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ハ
イ
ド
ゥ
ナ
ー
ナ
ー

シ
ュ
で
行
わ
れ
た
国
際
美
術
キ
ャ
ン
プ

に
、
洋
画
家
の
島
崎
俊
哉
氏
と
吉
井
覚

氏
を
派
遣
し
ま
し
た
。
長
年
交
流
の
あ

る
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ハ
イ
ド
ゥ
ナ
ー
ナ
ー

シ
ュ
町
長
の
ソ
ー
ラ
ー
ト
・
テ
ィ
ボ
ー

ル
氏
か
ら
招
へ
い
の
要
望
が
あ
り
、
昨

年
度
に
引
き
続
い
て
の
派
遣
と
な
り
ま

し
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
日
本

か
ら
参
加
が
あ
り
、
作
家
の
方
々
は
同

じ
屋
根
の
下
で
制
作
に
励
み
、
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。
ハ
イ
ド
ゥ
ナ
ー
ナ
ー

シ
ュ
の
穏
や
か
な
環
境
の
中
、
普
段
の

日
常
と
は
、
ま
た
ひ
と
味
違
う
新
鮮
な

気
持
ち
で
制
作
に
取
り
組
め
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

日
韓
国
際
友
好
交
流
事
業「
日
韓
国
際
交
流
書
藝
展
」

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
バ
ラ
ト
ン
美
術
キ
ャ
ン
プ
派
遣
事
業

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ハ
イ
ド
ゥ
ナ
ー
ナ
ー
シ
ュ
国
際
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
派
遣
事
業

島崎俊哉氏 吉井　覚氏 清水利昭氏 大門清廣氏

麟蹄・如初書芸館での開幕式
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第
22
回
富
山
県
い
け
ば
な
公
募
展

を
、
７
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
の
２
日

間
、
富
山
県
民
会
館
地
下
展
示
室
に
て

行
い
ま
し
た
。
県
内
各
流
派
を
代
表
す

る
華
道
家
2
4
9
名
と
一
般
公
募
50
名

に
よ
る
力
作
が
展
示
さ
れ
、
２
日
間
で

4
、4
3
9
名
の
観
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
特
別
席
、
役
員
席
、
大

作
席
、
二
人
席
、
中
作
席
、
一
般
公
募

の
計
2
6
1
点
の
作
品
が
並
び
、
夏
の

訪
れ
を
告
げ
る
清
涼
感
漂
う
季
節
の

花
々
を
使
っ
た
作
品
は
来
場
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
酒
井
和
佳
子
実
行
委

員
長
、
斉
藤
寿
北
日
本
新
聞
社
常
務
取

締
役
の
挨
拶
、
車
谷
市
朗
県
生
活
環
境

文
化
部
次
長
の
祝
辞
の
の
ち
、
和
田
朝

子
芸
文
協
副
会
長
よ
り
、
一
般
公
募
の

中
か
ら
次
の
５
名
の
方
々
に
奨
励
賞
の

贈
呈
を
行
い
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
幕
が

開
き
ま
し
た
。

【
奨
励
賞
】（
敬
称
略
）

橋　
　

郁
子

大
野　

絵
梨

瀬
戸
か
の
ん

橋
場　

映
子

谷
井　
　

梓

第
22
回
富
山
県
い
け
ば
な
公
募
展

【
邦
楽
部
門
】

（
瀬
尾
雅
臣
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

６
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

北
日
本
新
聞
越
中
座

講
師
＝
稀
音
家
義
丸
先
生（
長
唄
）

　

県
邦
楽
協
会
会
員
や
一
般
の
方
を
対

象
に
、
長
唄「
勧
進
帳
」に
つ
い
て
昨
年

に
引
き
続
き
指
導
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。
参
加
者
は
曲
へ
の
理
解
を
さ
ら
に

深
め
る
と
と
も
に
、
長
唄
、
三
味
線
の

技
術
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
励
み
ま
し
た
。

平
成
28
年
度

芸
術
文
化
指
導
者

招
へ
い
事
業

開会式テープカット

（邦楽部門）稀音家義丸先生
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第
71
回
富
山
県
美
術
展
を
６
月
４
日

㈯
〜
10
日
㈮
の
７
日
間
に
亘
り
富
山
県

民
会
館
美
術
館
・
展
示
室
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

ロ
ビ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
一
般
公
募
で
1
，0
8
3
点

の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
6
4
9
点

が
入
選
し（
入
選
率
は
59
・
9
％
）、
前
年

よ
り
2
・
6
％
高
い
入
選
率
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
県
展
会
員
作
品
は
1
4
7

点
と
な
り
、
合
わ
せ
て
7
9
6
点
の
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
は
、
地
下
展
示
室
に
書
、
洋

画
、
１
階
美
術
館
に
日
本
画
、
洋
画
、

ロ
ビ
ー
に
彫
刻
、
写
真（
一
部
作
品
）、

２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
工
芸
、
そ
し
て
３
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
写
真
が
展
示
さ
れ
、
第

70
回
県
展
の
来
場
者
数
を
は
る
か
に
上

回
る
、
9
，3
0
4
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

４
日
㈯
に
は
、
朝
９
時
30
分
か
ら
の

開
会
式
に
引
き
続
き
、
各
部
門
で
県
外

審
査
員
の
先
生
方
か
ら
講
評
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
多
く
の
作
家
や
観
客
が
先

生
を
囲
み
、
講
評
を
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
、
今
後
の
さ
ら
な
る
創
作
意
欲
を
高

め
て
い
ま
し
た
。

各
部
門
の
県
展
大
賞
の
受
賞
者
は
次

の
方
々
で
す
。�

（
敬
称
略
）

日
本
画

県
展
大
賞　
　

田
尻　

栄
子

洋　

画

県
展
大
賞　
　

中
島　

諄
子

彫　

刻

県
展
大
賞　
　

山
田　

千
晶

工　

芸

県
展
大
賞　
　

萩
下　

雅
美

　

書
県
展
大
賞　
　

鍛
冶　

大
愚

写　

真

県
展
大
賞　
　

近
藤　

顕
子

平
成
28
年
度

中
央
通
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・

ほ
く
ぎ
ん
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

ほ
く
ぎ
ん
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
一
番
町

　展
示
日
程（
予
定
）

・「
中
央
通
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」

（
会

　場
）
北
陸
銀
行
本
店
中
央
通

　
　
　
　
　シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ

　
４
月
21
日
㈭
〜
５
月
31
日
㈫

　
　
高
橋

　た
ま
え
（
写

　真
）

　
６
月
２
日
㈭
〜
７
月
12
日
㈫

　
　
舟
田

　寿
水
（

　書

　）

　
７
月
14
日
㈭
〜
８
月
23
日
㈫

　
　
須
藤

　和
子
（
日
本
画
）

　
８
月
25
日
㈭
〜
10
月
４
日
㈫

　
　
浜
田

　茂
行
（
写

　真
）

　
10
月
６
日
㈭
〜
11
月
15
日
㈫

　
　
笹
山

　満
義
（
洋

　画
）

　
11
月
17
日
㈭
〜
12
月
20
日
㈫

　
　
原
科

　
　誠
（
工

　芸
）

　
12
月
22
日
㈭
〜
平
成
29
年
１
月
31
日
㈫

　
　
田
町

　悠
俊
（

　書

　）

　
平
成
29
年
２
月
２
日
㈭
〜
３
月
14
日
㈫

　
　
島
崎

　俊
哉
（
洋

　画
）

　
平
成
29
年
３
月
16
日
㈭
〜
４
月
25
日
㈫

　
　
大
菅

　如
山
（

　書

　）

・「
ほ
く
ぎ
ん
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

（
会

　場
）
北
陸
銀
行
本
店

　
４
月
７
日
㈭
〜
７
月
５
日
㈫

　
　
筧
田

　文
子
（
工

　芸
）

　
７
月
７
日
㈭
〜
10
月
４
日
㈫

　
　
佐
藤

　忠
博
（
彫

　刻
）

　
10
月
６
日
㈭
〜
平
成
29
年
１
月
10
日
㈫

　
　
大
村

　弘
美
（
工

　芸
）

　
平
成
29
年
１
月
12
日
㈭
〜
４
月
11
日
㈫

　
　
横
山

　丈
樹
（
彫

　刻
）

・「
ほ
く
ぎ
ん
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
一
番
町
」

（
会

　場
）
北
陸
銀
行
越
前
町
支
店

　
　
　
　
　シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ

　
４
月
16
日
㈯
〜
７
月
15
日
㈮

　
　長
谷
川
総
一
郎
（
彫

　刻
）

　
　斉
藤

　晴
之
（
工

　芸
）

　
７
月
16
日
㈯
〜
10
月
14
日
㈮

　
　髙
橋

　
　勇
（
彫

　刻
）

　
　池
上

　
　猛
（
工

　芸
）

　
10
月
15
日
㈯
〜
平
成
29
年
１
月
13
日
㈮

　
　宮
﨑

　雅
司
（
彫

　刻
）

　
　土
田

　信
久
（
工

　芸
）

　
平
成
29
年
１
月
14
日
㈯
〜
４
月
14
日
㈮

　
　
加
茂

　為
男
（
彫

　刻
）

　
　横
山

　
　幹
（
工

　芸
）

（
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########
########

第
71
回

　県

　
　展

第
71
回

　県

　
　展

開会式

絵画部門

〔歓迎レセプション〕県外審査員の先生方を囲んで 写真部門
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芸
文
協
の
総
合
文
芸
誌『
と
や
ま
文

学
』第
34
号
の
合
評
会
を
、
６
月
19
日

㈰
、
県
教
育
文
化
会
館
４
０
３
号
室
に

て
行
い
ま
し
た
。

　

木
下
晶
新
編
集
委
員
長
の
進
行
の
も

と
、
同
誌
企
画
懇
話
会
、
編
集
委
員
、

入
賞
者
、
執
筆
者
、
市
民
大
学
文
学
講

座
受
講
者
、
一
般
の
文
芸
愛
好
者
な
ど

約
30
名
の
参
加
を
得
て
、『
と
や
ま
文
学
』

第
34
号
掲
載
作
品
に
つ
い
て
様
々
な
角

度
か
ら
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
特
集
執
筆
者
の
木
下
晋
先
生
が

遠
方
よ
り
わ
ざ
わ
ざ
お
越
し
い
た
だ
き
、

瀧
口
修
造
の
生
前
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
話

し
て
く
だ
り
、
全
出
席
者
が
大
変
貴
重

な
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
と
や
ま
文
学
」第
34
号
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
芸
文
協
事
務
局
ま
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
第
35
回
と
や
ま
文
学
賞
」

は
、
小
説
・
評
論
・
児
童
文
学
・
随

筆
・
詩
部
門
の
選
者
を
木
崎
さ
と
子

先
生
に
、
短
詩
形（
短
歌
・
俳
句
・
川

柳
）
の
選
者
は
、
川
本
皓
嗣
先
生
に

引
き
続
き
担
当
し
て
頂
き
ま
す
。
応

募
〆
切
は
平
成
28
年
９
月
30
日
で
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す（
募
集
要
項
は
芸
文
協
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.tiatf.

or.jp/

よ
り
ご
覧
頂
け
ま
す
）。

　
『
藝
文
と
や
ま
』第
44
号
を
発
刊
し
ま

し
た
。
板
倉
均
北
日
本
新
聞
社
長
の
巻

頭
言
、
と
や
ま
文
学
賞
選
者
で
東
京
大

学
名
誉
教
授
の
川
本
皓
嗣
氏
の
特
別
寄

稿
な
ど
の
充
実
の
記
事
に
は
じ
ま
り
、

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
の
取
材
記
や

随
筆
、
海
外
交
流
事
業
の
参
加
報
告
、

芸
文
協
事
業
、
グ
ラ
ビ
ア
頁
で
は
芸
文

協
の
一
年
の
行
事
な
ど
を
写
真
で
紹
介

し
て
お
り
ま
す
。

　

特
集
で
は
、「
富
山
の
文
化
こ
れ
か
ら
」

と
し
て
、
石
井
隆
一
県
知
事
、
県
文
化

審
議
会
会
長
で
Ｙ
Ｋ
Ｋ
・
Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ

代
表
取
締
役
会
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
吉
田
忠
裕

氏
、
松
竹
株
式
会
社
映
画
監
督
の
本
木

克
英
氏
、
女
優
の
剣
幸
氏
、
芸
文
協
参

議
で
県
歌
人
連
盟
顧
問
の
久
泉
迪
雄
氏
、

と
や
ま
世
界
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭
実
行

委
員
会
実
行
委
員
長
で
県
洋
舞
協
会
会

長
、
県
芸
文
協
理
事
の
可
西
晴
香
氏
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
特
別
座
談
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
号
で
は
、
昨
年
で
７
回
目

の
開
催
を
迎
え
た「
南
砺
市
い
な
み
国

際
木
彫
刻
キ
ャ
ン
プ
」に
つ
い
て
の
座
談

会
も
収
録
い
た
し
ま
し
た
。

　
『
藝
文
と
や
ま
』は
、
芸
文
協
役
員
の

皆
様
を
は
じ
め
、
芸
文
協
個
人
会
員
の

皆
様
に
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
ご
高
覧

の
上
、
忌
憚
の
な
い
ご
講
評
を
頂
け
れ

ば
幸
甚
で
す
。
ま
た
、
一
般
の
方
で
第

44
号
及
び
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
お
求
め

の
方
は
、
芸
文
協
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
と
や
ま
文
学
」

第
34
号
合
評
会「

藝
文
と
や
ま
」
第
44
号
発
刊

「
平
成
28
年
度
県
民
ふ
れ
あ
い
公
演
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
日
程
は
以
下
の

通
り
で
す
。

◆
８
月
22
日
㈪

社
会
福
祉
法
人
わ
か
く
さ
福
祉
会

新
庄
さ
く
ら
保
育
園

【
吹
奏
楽
】富
山
第
一
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

◆
８
月
23
日
㈫

南
砺
市
立
福
光
東
部
か
が
や
き
保
育
園

【
大
正
琴
】琴
伝
流
大
正
琴
琴
清
会
花
組

【
洋
舞
】可
西
舞
踊
研
究
所

◆
８
月
24
日
㈬

社
会
福
祉
法
人
西
本
願
寺
高
岡
福
祉
会

さ
く
ら
保
育
園

【
詩
吟
剣
舞
】渋
川
流
剣
詩
舞
道
天
蕙
会

【
日
本
舞
踊
】辰
巳
千
寿
、

藤
間
弥
祢
松
社
中
、

藤
間
香
寿
富

◆
10
月
15
日
㈯

滑
川
市
立
東
部
小
学
校

【
能
楽
】富
山
県
宝
生
会
、

観
世
流
富
山
松
友
会

【
洋
楽
】と
や
ま
レ
デ
ィ
ー
ス
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ（
オ
ア
シ
ス
）

◆
10
月
27
日
㈭

社
会
福
祉
法
人
魚
津
保
育
会

魚
津
保
育
園

【
声
楽
】Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ａ（
ピ
ッ
コ

リ
ー
ナ
）、

奥
田
知
絵〈
ピ
ア
ノ
〉

◆
11
月
２
日
㈬

富
山
市
立
大
久
保
幼
稚
園

【
大
正
琴
】琴
修
会　

ラ
ブ
ハ
ー
プ

【
日
本
舞
踊
】西
川
扇
博
社
中
、

藤
間
寿
栄
仙
社
中
、

西
川
扇
城
緒
社
中

◆
11
月
22
日
㈫

富
山
市
立
樫
尾
小
学
校

【
声
楽
】長
谷
和
美〈
ソ
プ
ラ
ノ
〉、

小
川
麻
衣〈
ピ
ア
ノ
〉

【
洋
楽
】ハ
ー
プ
ト
リ
オ　

花
音（
か
の
ん
）

◆
12
月
21
日
㈬

社
会
福
祉
法
人
市
野
瀬
福
祉
会

戸
出
西
部
保
育
園

【
吹
奏
楽
】富
山
県
立
新
湊
高
等
学
校

吹
奏
楽
部

◆
平
成
29
年
１
月
25
日
㈬

南
砺
市
立
福
光
中
部
小
学
校

【
能
楽
】富
山
県
宝
生
会

【
邦
楽
】翔
の
会（
片
山
瞠
山
他
）

◆
平
成
29
年
１
月
28
日
㈯

社
会
福
祉
法
人　

和
田
保
育
園

【
洋
楽
】エ
ン
ジ
ェ
リ
ズ
ム

◆
平
成
29
年
２
月
11
日（
土
・
祝
）

小
矢
部
市
立
津
沢
公
民
館

【
洋
舞
】田
中
バ
レ
エ
研
究
所
、

和
田
朝
子
舞
踊
研
究
所
、

中
川
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
ア
カ
デ
ミ
ー

平
成
28
年
度
県
民
ふ
れ
あ
い
公
演　

開
催
予
定
一
覧

藝文とやま第44号
（頒価：1,000円［税込］）
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【
P
A
T
2
0
1
6
開
幕
】

7
月
30
日
㈯
〜
8
月
4
日
㈭
ま
で
、

海
外
23
ヵ
国
・
地
域
25
団
体
、
県
外
16

団
体
、
県
内
44
団
体
か
ら
、
出
演
者
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
、
3
，
0
0
0

名
を
超
え
る
参
加
者
が
富
山
に
集
い
、

「
と
や
ま
世
界
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭

2
0
1
6
」を
開
催
し
ま
し
た
。
期
間

中
は
、
富
山
県
民
会
館
、
富
山
県
高
岡

文
化
ホ
ー
ル
、
富
山
県
教
育
文
化
会
館
、

富
山
市
芸
術
文
化
ホ
ー
ル（
オ
ー
バ
ー

ド
・
ホ
ー
ル
）で
国
際
色
豊
か
な
多
彩

な
ス
テ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
舞
台
芸
術
祭
は
、「
私
た
ち
が
未

来
を
き
ず
く
」を
テ
ー
マ
に
、
子
ど
も

と
大
人
が
協
力
し
て
、
子
ど
も
の
た
め

の
演
劇
や
舞
踊
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど

の
舞
台
公
演
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
行
い
、
国
際
文
化
交
流
の
輪
を
広
げ

る
も
の
で
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
公
演
の
ド
ラ
マ
チ
ッ

ク
ダ
ン
ス「
雪
の
女
王
」を
皮
切
り
に
、

ウ
ェ
ル
カ
ム
公
演
、
メ
モ
リ
ア
ル
公
演
、

P
A
T
交
流
ス
テ
ー
ジ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ

公
演
な
ど
に
、
多
く
の
観
客
が
来
場
し
、

多
彩
な
世
界
各
国
の
ス
テ
ー
ジ
に
魅
了

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
参
加
者
は
期
間
中
、
高

岡
の
七
夕
ま
つ
り
や
美
術
館
・
博
物
館

見
学
な
ど
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
や
、

北
日
本
新
聞
納
涼
花
火
見
物
、
越
中
座

で
の
記
念
植
樹
、
交
流
会
な
ど
を
通
し

て
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

1
9
8
3
年
に「
富
山
国
際
ア
マ

チ
ュ
ア
演
劇
祭（
T
I
A
T
F
）」を
開

催
以
来
、
10
回
目
の
開
催
と
な
る

今
回
の
世
界
舞
台
芸
術
祭
は
、「
リ

ン
ゲ
ン
世
界
こ
ど
も
演
劇
祭
」と

の
友
好
提
携
調
印
や
記
念
特
別
表

彰
、
国
際
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
作

品
の
上
演（
メ
モ
リ
ア
ル
公
演
）な

ど
も
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
8
月
5
日
㈮
に
は
、
高

岡
ス
ペ
シ
ャ
ル
公
演
と
し
て
、
富

山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
に
て
、

チ
ェ
コ
の
ボ
ヘ
ミ
ア
バ
レ
エ
団
と

可
西
舞
踊
研
究
所
に
よ
る
、
ダ
ン

ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー「
マ
ッ
チ
売
り

の
少
女
」を
上
演
し
ま
し
た
。

6
日
間
に
亘
っ
た
こ
の
国
際
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
文
化
や
言
葉
の
壁
を
越

え
て
交
流
の
輪
を
広
げ
、
芸
術
文
化
を

通
し
て
平
和
と
友
情
の
大
切
さ
を
国
内

外
に
発
信
し
、
主
催
の
構
成
団
体
で
あ

る
北
日
本
新
聞
社
を
は
じ
め
、
多
く
の

マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

P
A
T
２
０
１
６
の
模
様
は
各
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
局
で
放
送
予
定
で
す
。

「
と
や
ま
世
界
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭
２
０
１
６
」

（ 

Ｐ
Ａ
Ｔ
２
０
１
６
）開
催

― 

海
外
23
ヵ
国
・
地
域
25
団
体
、
県
外
16
団
体
、
県
内
44
団
体

総
勢
１
，５
０
０
名
を
越
え
る
子
ど
も
た
ち
が
富
山
に
集
結 

―

吉田泉 PAT 実行委員会会長の開会宣言

オープニング公演　ドラマチックダンス「雪の女王」

開会式には pepper と
PAT ちゃんも登場
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【
本
番
直
前
の
プ
レ
公
演
】

7
月
30
日
㈯
に
開
幕
す
る「
と

や
ま
世
界
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭

2
0
1
6
」に
先
立
ち
、
6
月
29
日

㈬
〜
7
月
6
日
㈬
と
7
月
27
日
㈬
に

県
内
各
所
に
て
プ
レ
公
演
を
行
い
ま

し
た
。

海
外
か
ら
お
招
き
す
る
団
体
と
県

内
団
体
が
共
演
す
る
プ
レ
公
演
は
、

6
月
29
日
㈬
〜
7
月
6
日
㈬
に
は
ハ

ン
ガ
リ
ー
か
ら
劇
団
プ
レ
イ
ヤ
ー

ズ
・
ス
タ
ジ
オ
・
デ
ブ
レ
ツ
ェ
ン
を
、

7
月
27
日
㈬
に
は
チ
ェ
コ
か
ら
ボ
ヘ

ミ
ア
バ
レ
エ
団
を
招
い
て
上
演
し
ま

し
た
。

県
内
か
ら
は
、
富
士
原
文
以
千
乃

社
中（
華
糸
の
会
）、
和
田
朝
子
舞

踊
研
究
所
、
藤
間
松
山
社
中
、
瀬

尾
箏
曲
響
の
会
、
可
西
舞
踊
研
究

所
、
片
山
瞠
山
と「
箏
と
尺
八　

律
」、
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
O
A
S
I
S
、
大
川
都
バ
レ
エ
教

室
が
出
演
し
、
質
の
高
い
洗
練
さ
れ

た
舞
台
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

プ
レ
公
演
は
、
2
0
1
6
年
2
月

か
ら
約
5
ヵ
月
間
に
亘
っ
て
県
内
全

15
市
町
村
で
開
催
し
、
本
公
演
に
向

け
て
の
P
R
を
す
る
と
と
も
に
、
海

外
招
待
団
体
の
質
の
高
い
公
演
と
県

内
団
体
の
充
実
し
た
演
技
を
披
露

し
、
喝
采
を
う
け
ま
し
た
。

メモリアル公演　ボヘミアバレエ団・可西舞踊研究所合同公演
ダンスファンタジー「マッチ売りの少女」

メモリアル公演　グリフ人形劇団・劇団文芸座共同制作
民話劇「三年寝太郎」

参加者との記念写真

劇団プレイヤーズ・スタジオ・デブレツェン
（ハンガリー）

プラハ・ボヘミアバレエ団（チェコ）
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一般社団法人 富山県芸術文化協会役員名簿 平成28年8月

役　員 区　分 氏　　名 備　　　　　考

最高顧問 学 識 経 験 中 沖 　 豊 前富山県知事
顧 問 学 識 経 験 髙 木　繁 雄 （公財）

富山コンベンションビューロー会長

〃 〃 遠 藤　俊 郎 富山大学学長
〃 〃 梅 津　時比古 桐朋学園大学院大学学長
〃 報 道 板 倉 　 均 北日本新聞社社長
〃 〃 温 井 　 伸 富山新聞社社長
〃 〃 松 井　治 伸 NHK富山放送局長
〃 〃 横 山　哲 夫 北日本放送社長
〃 〃 中 西 　 修 富山テレビ放送社長
〃 〃 山 下　清 胤 チューリップテレビ社長
〃 〃 小 山　孝 義 富山エフエム放送社長
〃 〃 本 林　敏 功 一般社団法人

富山県ケーブルテレビ協議会代表理事

参 議 洋 画 林 　 清 納 洋画家
〃 〃 野 上　祇 麿 洋画家
〃 〃 萩 中　幸 雄 洋画家
〃 彫 刻 横 山　豊 介 彫刻家
〃 工 芸 尾 長 　 保 工芸家
〃 〃 川 原　和 夫 工芸家
〃 〃 立 川　善 治 工芸家
〃 〃 得 地　秀 生 工芸家
〃 書 青 柳　志 郎 書家
〃 オ ペ ラ 浅 岡　節 夫 音楽家
〃 〃 安 念　千重子 音楽家
〃 舞 台 技 術 久 郷　秀 男 舞台美術家
〃 華 道 堀 田　一 子 華道家
〃 学 識 経 験 久 泉　迪 雄 歌人

名誉会長 平 田 　 純 文芸評論家
〃 小 泉 　 博 演出家

会 長 吉 田 　 泉 文芸評論家
副 会 長 和 田　朝 子 洋舞家
〃 酒 井　和佳子 華道家
〃 江 幡　春 濤 書家
〃 加 藤 　 淳 音楽評論家
〃 五十嵐　信 夫 前芸文協理事
〃 木 下 　 晶 とやま文学編集委員長

専務理事 舟 本　幸 人 照明家
理 事 日 本 画 温 井　喜 央 富山県日本画家連盟代表
〃 洋 画 柳 田　邦 男 富山県洋画連盟代表
〃 彫 刻 丸 山　幸 一 富山県彫刻家連盟代表
〃 工 芸 高 岡　由美子 富山県工芸作家連盟代表
〃 書 阿波加　蒼 岳 富山県書道連盟代表
〃 写 真 堀 田　信 一 富山県写真連盟代表
〃 造 形 教 育 広 井　優 子 富山県造形教育連盟代表
〃 邦 楽 河 崎　雅都美 富山県邦楽協会代表
〃 合 唱 松 下　正 樹 富山県合唱連盟代表
〃 オ ペ ラ 加 藤　與志子 富山県オペラ協会代表
〃 社会人吹奏楽 斉 藤 　 寿 富山県社会人吹奏楽連盟代表
〃 学校吹奏楽 神 田　賢 二 富山県学校吹奏楽連盟代表
〃 オーケストラ 篠 崎　秀 一 富山県オーケストラ連盟代表
〃 能 楽 舘 　 　 聖 富山県能楽団体連絡協議会代表

理 事 演 劇 平 田　義 人 富山県演劇団体連絡協議会代表
〃 高 校 演 劇 本 吉　達 也 富山県高校演劇研究協議会代表
〃 日 舞 藤 間　勘寿弥 富山県日本舞踊協会代表
〃 洋 舞 可 西　晴 香 富山県洋舞協会代表
〃 舞 台 技 術 野 口　康 博 富山県舞台技術研究会代表
〃 詩 吟 剣 舞 長 井　岳 游 富山県詩吟剣舞連盟代表
〃 民謡（保存）野 上　克 裕 富山県民謡民舞連盟代表
〃 民謡（普及）中 野 　 忍 とやま民謡民舞団体協議会代表
〃 大 正 琴 清 澤　磯 之 富山県大正琴連盟代表
〃 児 童 文 化 尾 島　きみ枝 富山県児童文化研究会代表
〃 児 童 文 学 宮 本　佐智夫 富山県児童文学協会代表
〃 小説・評論 田 中 　 洋 とやま同人誌会代表
〃 詩 池 田　瑛 子 富山県詩人協会代表
〃 短 歌 上 田　洋 一 富山県歌人連盟代表
〃 俳 句 中 坪　達 哉 富山県俳句連盟代表
〃 連 句 藤 縄　慶 昭 富山県連句協会代表
〃 川 柳 坂 下 　 淸 富山県川柳協会代表
〃 華 道 藤 井　聖 代 富山県華道連合会代表
〃 茶 道 中 川　宗 亮 富山県茶道連盟代表
〃 学 識 経 験 山 本 　 清 富山県美術連合会会長
〃 〃 藤 井 　 武 洋画家
〃 〃 熊 谷　喜美子 彫刻家
〃 〃 中 尾　譲 治 写真家
〃 〃 今 井　宗 秀 茶道家
〃 〃 米 原 　 寛 郷土史研究家
〃 〃 市 井　和 彦 事業制作者

参 事 書 石 井 　 駿 書家
〃 〃 鈴 木　孤 雲 書家
〃 〃 津 田　海 仙 書家
〃 〃 畠 山　耕 雪 書家
〃 〃 水 口　香 魚 書家
〃 〃 青 柳　碩 襄 書家・日本北陸書道院代表
〃 〃 大 島　明 琴 書家
〃 〃 森 川　巨 邨 書家
〃 児 童 画 大 谷　弓 子 富山県児童美術研究会代表
〃 日 舞 藤 間　藤紗枝 日舞家
〃 〃 西 川　扇 博 日舞家
〃 洋 舞 谷 井　よう子 洋舞家
〃 〃 松 井　希代恵 洋舞家
〃 〃 和 田　伊通子 洋舞家
〃 邦 楽 岡 部　康宇山 邦楽家
〃 〃 小 坂　智 子 邦楽家
〃 能 楽 水 口　純 治 能楽師
〃 詩 吟 剣 舞 佐 野　天 慧 剣詩舞道家
〃 〃 長 瀬　天 帆 剣詩舞道家
〃 民謡（普及）佐 藤　久 夫 民謡指導者
〃 〃 宮 浦　豊 藍 民踊指導者
〃 〃 北 村　喜 一 民謡指導者
〃 〃 筏 井　豊華城 民踊指導者
〃 〃 麻 生　豊心笑 民踊指導者
〃 華 道 岡 崎 　 忍 華道家・草月星秀会代表

役　員 区　分 氏　　名 備　　　　　考
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参 事 華 道 辻 井　良 雄 華道家
〃 〃 磯 部 実 甫 華道家
〃 〃 金剛寺　桂 子 華道家
〃 〃 稲 垣　美 梢 華道家
〃 〃 永 原 弘 子 華道家
〃 〃 山 下　瑞 穂 華道家
〃 〃 二 上　千恵子 華道家
〃 〃 中 川　雅 風 華道家
〃 〃 川 合　史 光 華道家
〃 〃 田 中　之 子 華道家
〃 〃 山 田　春 峯 華道家
〃 茶 道 浅 生　幸 子 茶道家
〃 〃 大 橋　秀 顯 茶道家
〃 〃 木 戸　慧 甫 茶道家
〃 〃 佐 伯　栄 子 茶道家
〃 〃 澤 田　宗 基 茶道家
〃 〃 竹 本　宗 久 茶道家
〃 〃 坪 田　宗 繁 茶道家
〃 〃 平 林　香 順 茶道家
〃 〃 丸 箸　芳 悦 茶道家
〃 〃 宮 永　圭 子 茶道家
〃 大 正 琴 蠣 崎　徳 江 大正琴演奏家
〃 〃 五 島　康 子 大正琴演奏家
〃 〃 四十谷　敏 子 大正琴演奏家
〃 服 飾 我 妻 眞 美 服飾研究家

監 事 茶 道 磯 野 宗 和 茶道家
〃 華 道 山 上　登美子 華道家

事務局参与 日 本 画 石 坂 恵 子 日本画家
〃 〃 岡 田　繁 憲 日本画家
〃 〃 砂子阪　政 巳 日本画家
〃 洋 画 大 門　清 廣 洋画家
〃 〃 澤 田　昭 英 洋画家
〃 〃 𠮷 川　信 一 洋画家
〃 彫 刻 長谷川　総一郎 彫刻家
〃 〃 加 茂　為 男 彫刻家
〃 〃 宇 津　孝 志 彫刻家
〃 〃 青 山　三 郎 彫刻家
〃 工 芸 前 川　正 治 工芸家
〃 〃 志観寺　範 從 工芸家
〃 〃 海 内 　 保 工芸家
〃 〃 上 森　四 郎 工芸家
〃 書 石 井　克 代 書家
〃 〃 経 澤　 汀 書家
〃 〃 黒 田　昌 吾 書家
〃 写 真 向 井　俊 久 写真家
〃 〃 髙 橋　鐵 夫 写真家
〃 音 楽 長谷部　律 子 合唱指揮者
〃 〃 小 澤　眞 琴 演奏家
〃 演 劇 窪 　 邦 雄 演劇評論家

事務局参与 演 劇 谷 井　美 夫 演劇家
〃 日 舞 藤 間　寿賀藤 日舞家
〃 舞 台 技 術 山 口 　 翰 舞台照明家
〃 民 謡 村 松　京 子 民謡演奏家
〃 短 歌 佐 伯　悦 子 歌人
〃 華 道 工 藤　泰 子 華道家
〃 〃 五十嵐　一 峯 華道家
〃 〃 喜多野 　 瑛 華道家
〃 〃 前 田　玲 子 華道家
〃 学 識 経 験 宮 口　侗 廸 地域文化研究家
〃 〃 吉 友　嘉久子 コミュニケーター
〃 〃 黒 田　義 昭 舞台制作者
〃 〃 林 　 信 雄 鑑賞会員
〃 事 業 支 援 吉 村　邦 子 とやまこども芸術活動支援協議会

事務局長 総 括 市 井　和 彦 事業制作者
事務局次長 補 佐 飯 塚　幸 子 茶道家
〃 〃 利 田　みさき 洋舞家

事務局幹事 美 術 企 画 石 田　敬 真 日本画家
〃 〃 谷 内 　 徹 洋画家
〃 〃 田 畑 　 功 彫刻家
〃 〃 谷 口　信 夫 工芸家
〃 〃 石 川　知恵子 書家
〃 〃 谷 川　流 月 書家
〃 〃 平 井　勝 美 写真家
〃 音 楽 企 画 黒 川　雅 皓 邦楽家
〃 〃 横 野 　 昭 合唱活動家
〃 〃 丸 山　美由紀 声楽家
〃 〃 岩 本　博 之 吹奏楽指揮者
〃 〃 坂 井 　 禎 演奏家
〃 芸 能 企 画 砂 田　洋 子 能楽師
〃 〃 藤 間　松 山 日舞家
〃 〃 松 下　美 規 洋舞家
〃 〃 坂 田　岳 瑛 吟詠家
〃 〃 筏 井　豊華翔 民踊指導者
〃 〃 木 口　文 代 大正琴演奏家
〃 企 画 文 芸 若 栗　清 子 小説家
〃 〃 平 井　信 一 歌人
〃 生 活 文 化 吉 田　律 子 華道家
〃 〃 松 原　由 枝 華道家
〃 事 業 支 援 山 辺　知 代 とやまこども芸術活動支援協議会

事務主任 事 務 担 当 吉 井　美 穂
主 事 〃 田 嶋　愛 子
書 記 〃 岡 崎　満里子
〃 〃 鎌 　 智 晴
〃 〃 大 橋　麻里奈
〃 〃 有 川　圭 美

役　員 区　分 氏　　名 備　　　　　考 役　員 区　分 氏　　名 備　　　　　考

一般社団法人　富山県芸術文化協会事務局
〒930−0096 富山市舟橋北町７−１　富山県教育文化会館内
電話（076）441−8635　内線123　　FAX（076）442−4635
E-mail：info@tiatf.or.jp　　URL：http://www.tiatf.or.jp
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日
本
新
工
芸
富
山
会
展

4
月
14
日
㈭
〜
4
月
19
日
㈫

大
和
富
山
店
5
階
ア
ー
ト
サ
ロ
ン

谷
井
よ
う
子
舞
踊
研
究
所
第
12
回
発
表
会

5
月
5
日（
木
・
祝
）

富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

R
e
a
d
i
n
g　

T
h
e
a
t
e
r　

V
o
l
・
3　
『
妖
々
解
奇
譚
』

5
月
13
日
㈮
〜
5
月
14
日
㈯

富
山
県
民
小
劇
場
オ
ル
ビ
ス

び
〜
め
ん
ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と
公
演
V
o
l
・
12

「
即
興
芝
居
公
演
Ⅴ
」

5
月
14
日
㈯

フ
ォ
ル
ツ
ァ
総
曲
輪
ラ
イ
ブ
ホ
ー
ル

観
世
流
富
山
松
友
会
春
季
大
会

5
月
15
日
㈰

富
山
能
楽
堂

和
楽
器
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ブ
2
0
1
6

薫
風
之
音
コ
ン
サ
ー
ト

5
月
22
日
㈰

新
川
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

第
38
回
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

6
月
12
日
㈰

富
山
県
民
会
館

ミ
ズ
キ　

大
正
琴
演
奏
会

6
月
12
日
㈰

小
杉
文
化
ホ
ー
ル 

ラ
ポ
ー
ル（
ひ
び
き
ホ
ー
ル
）

第
23
回
富
山
県
い
け
花
作
家
協
会
展　

（
6
月
展
）

6
月
17
日
㈮
〜
6
月
19
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ

（
9
月
展
）

9
月
2
日
㈮
〜
9
月
4
日
㈰

ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化
ホ
ー
ル 

ラ
ポ
ー
ル

ダ
ン
ス
F
a
・
レ
ゾ
ナ
ン
ス　

ダ
ン
ス
ラ
イ
ヴ

V
o
l
・
6　

P
R
A
D
I
S　

楽
園

6
月
18
日
㈯

フ
ォ
ル
ツ
ァ
総
曲
輪
４
Ｆ

ラ
イ
ヴ
ホ
ー
ル

富
山
県
彫
刻
家
連
盟
結
成
70
周
年
記
念

富
山
県
の
彫
刻 

︱
現
状
と
未
来
へ
の
展
望
︱

6
月
18
日
㈯
〜
6
月
26
日
㈰

富
山
県
民
会
館
美
術
館

平
成
28
年
度
富
山
千
吟
会
吟
道
大
会

6
月
19
日
㈰

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル（
大
ホ
ー
ル
）

富
山
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

第
41
回
定
期
演
奏
会

6
月
25
日
㈯

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

平
成
28
年
度「
春
季
能
楽
大
会
」

6
月
26
日
㈰

富
山
能
楽
堂

富
山
県
壮
吟
会
第
58
回
吟
道
大
会

6
月
26
日
㈰

北
ア
ル
プ
ス
文
化
セ
ン
タ
ー

現
代
工
芸
美
術
家
協
会
富
山
会
展

2
0
1
6

6
月
28
日
㈫
〜
7
月
3
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
37
回
一
翠
会
書
作
展

7
月
1
日
㈮
〜
7
月
3
日
㈰

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

2
0
1
6 

世
界
の
児
童
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
第
47
回
）

高
岡
展
：
7
月
8
日
㈮
〜
7
月
10
日
㈰

高
岡
市
美
術
館

富
山
展
：
7
月
15
日
㈮
〜
7
月
17
日
㈰

大
谷
芸
術
交
流
館
及
び「
和
」館

劇
団
P
．O
．D
．
第
46
回
公
演

「
こ
ど
も
の
一
生
」

7
月
9
日
㈯
〜
7
月
10
日
㈰

高
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

津
田
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ　

第
5
回
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

7
月
10
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
＆
ヘ
ア
メ
イ
ク
シ
ョ
ー

2
0
1
6

7
月
16
日
㈯

富
山
県
民
小
劇
場
オ
ル
ビ
ス

華
の
会
40
周
年
記
念「
民
踊
華
ま
つ
り
」

7
月
17
日
㈰

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

第
15
回
富
山
い
ず
み
高
校
コ
ー
ラ
ス
コ
ン

サ
ー
ト

7
月
18
日（
月
・
祝
）

富
山
県
教
育
文
化
会
館

第
4
回
沢
崎
ゆ
み
フ
ル
ー
ト
リ
サ
イ
タ
ル

7
月
19
日
㈫

北
日
本
新
聞
社
ホ
ー
ル

平
成
28
年
日
本
の
書
展

7
月
21
日
㈭
〜
7
月
24
日
㈰

富
山
県
民
会
館
美
術
館
、
地
下
展
示
室

ス
リ
ジ
ェ
・
ト
リ
オ　

コ
ン
サ
ー
ト

7
月
22
日
㈮

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

第
36
回「
富
山
薪
能
」

7
月
31
日
㈰

富
山
能
楽
堂

第
13
回
茶
道
文
化
に
ふ
れ
る
市
民
講
座

7
月
31
日
㈰

富
山
電
気
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
5
階
大
ホ
ー
ル

富
山
音
楽
院
同
窓
会
第
32
回
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

8
月
2
日
㈫

富
山
市
民
プ
ラ
ザ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

片
山
瞠
山
後
援
会
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
13

片
山
瞠
山
尺
八
コ
ン
サ
ー
ト

8
月
7
日
㈰

福
野
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
ヘ
リ
オ
ス

S
O
S
E
I
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

12
t
h
・
コ
ン
サ
ー
ト

8
月
7
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

室
内
楽
の
愉
し
み
V
o
l
・
16

8
月
14
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

日
本
ハ
ー
プ
協
会
北
陸
支
部
会
員
に
よ
る

ハ
ー
プ
の
饗
宴
Ⅹ
Ⅶ

8
月
21
日
㈰

富
山
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー　

サ
ン
フ
ォ
ル
テ

第
68
回
毎
日
書
道
展
北
陸
展

8
月
21
日
㈰
〜
8
月
25
日
㈭

富
山
県
民
会
館

第
43
回
北
日
本
民
謡
舞
踊
富
山
県
大
会

8
月
21
日
㈰

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

第
20
回
東
京
音
楽
大
学
校
友
会

富
山
県
支
部　

演
奏
会

8
月
27
日
㈯

富
山
市
民
プ
ラ
ザ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

大
門
清
廣
作
品
展

8
月
27
日
㈯
〜
8
月
30
日
㈫

富
山
県
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｂ

中
川
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
ア
カ
デ
ミ
ー

第
24
回
発
表
会

8
月
28
日
㈰

富
山
県
民
会
館

フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
6

8
月
28
日
㈰

ア
イ
ザ
ッ
ク
小
杉
文
化
ホ
ー
ル 

ラ
ポ
ー
ル

押
田
雪
峰
遺
作
展

9
月
2
日
㈮
〜
9
月
4
日
㈰

富
山
県
民
会
館
美
術
館

と
や
ま
国
際
工
芸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

9
月
3
日
㈯
〜
9
月
4
日
㈰

富
山
国
際
会
議
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
、

富
山
県
民
会
館
１
Ｆ
ロ
ビ
ー
他

黒
川
真
理
箏
コ
ン
サ
ー
ト「
秋
の
韻
」

9
月
4
日
㈰

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

富
山
あ
ざ
み
女
声
合
唱
団
第
33
回
定
期

演
奏
会

9
月
10
日
㈯

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

第
1
回
大
正
琴
の
集
い

9
月
11
日
㈰

富
山
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

内
山
邸　

観
月
の
会

9
月
17
日
㈯

富
山
県
民
会
館
分
館　

内
山
邸

「
P
U
N
K
︱
工
芸　

魂
の
救
済
」展

9
月
17
日
㈯
〜
12
月
6
日
㈫

樂
翠
亭
美
術
館

宝
生
流
・
観
世
流
・
和
泉
流
三
派
合
同

「
第
三
十
回
記
念
能
楽
鑑
賞
大
会
」

9
月
18
日
㈰

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

燿
の
会
い
け
ば
な
展
︱
20
人
の
燿
︱

9
月
24
日
㈯
〜
9
月
25
日
㈰

北
日
本
新
聞
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー

平
成
28
年
度「
北
國
宝
生
能
」

9
月
25
日
㈰

石
川
県
立
能
楽
堂

「
県
民
芸
術
文
化
祭
2
0
1
6
」協
賛
事
業

第
22
回
富
山
県
障
害
者
絵
画
展

9
月
27
日
㈫
〜
9
月
29
日
㈭

富
山
県
民
会
館
1
階
ロ
ビ
ー

公
益
社
団
法
人
日
本
詩
吟
学
院
認
可

富
山
岳
友
会
第
24
回
吟
道
大
会

10
月
2
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館

第
40
回
記
念　

豊
昌
会
書
展

10
月
8
日
㈯
〜
10
月
10
日（
月
・
祝
）

富
山
県
民
会
館　

美
術
館

小
林
大
祐
バ
リ
ト
ン
リ
サ
イ
タ
ル

10
月
14
日
㈮

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

正
派
邦
楽
会
北
陸
支
部
富
山
地
区
演
奏
会

家
元
先
生
卒
寿
祝
賀
記
念

10
月
16
日
㈰

富
山
市
芸
術
文
化
ホ
ー
ル（
オ
ー
バ
ー

ド
・
ホ
ー
ル
）

内
山
邸
文
人
展「
内
山
邸
の
歴
史
と
文
化

︱
収
蔵
品
に
み
る
書
と
調
度
品
︱
」

10
月
22
日
㈯
〜
11
月
13
日
㈰

富
山
県
民
会
館
分
館　

内
山
邸

第
26
回
富
山
玄
潮
会
書
展

10
月
22
日
㈯
〜
10
月
24
日
㈪

富
山
県
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ

高
岡
・
金
沢
交
流
活
性
化
事
業

百
花
繚
乱
2
0
1
6
高
岡
園
遊
会

〜
夢
絵
巻
〜

10
月
23
日
㈰

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

第
28
回
富
山
県
高
等
学
校
文
化
祭

10
月
29
日
㈯
〜
10
月
31
日
㈪

富
山
県
民
会
館
他

富
山
県
ピ
ア
ノ
指
導
者
協
会　

創
立
30
周
年

記
念　

T
P
A　

ピ
ア
ノ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10
月
30
日
㈰

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

第
14
回
コ
ー
ロ
・
ピ
ア
ー
チ
ェ
定
期
演
奏
会

「
移
り
ゆ
く
季
節
に
寄
せ
て
」創
立
20
周
年

記
念11

月
3
日（
木
・
祝
）

富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

第
27
回
富
山
県
高
等
学
校
日
本
音
楽
演

奏
会11

月
5
日
㈯

富
山
能
楽
堂

長
唄
稀
音
の
会
演
奏
会

11
月
6
日
㈰

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト　

V
o
l
・
12

11
月
6
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
15
回
富
山
ね
ん
り
ん
美
術
展

11
月
8
日
㈫
〜
11
月
9
日
㈬

富
山
県
民
会
館
美
術
館

イ
ザ
イ
と
サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
の
室
内
楽

11
月
13
日
㈰

富
山
大
学
黒
田
講
堂

第
23
回
青
井
中
美
展

11
月
17
日
㈭
〜
12
月
4
日
㈰

富
山
県
立
高
岡
工
芸
高
等
学
校
附
属

青
井
記
念
館
美
術
館

富
山
岳
風
会
創
立
十
周
年
記
念
吟
道
大
会

11
月
27
日
㈰

富
山
国
際
会
議
場

2
0
1
6
春
陽
会
受
賞
作
家
展

同
時
開
催
2
0
1
6
富
山
研
究
会
展

12
月
10
日
㈯
〜
12
月
14
日
㈬

富
山
県
民
会
館
美
術
館

富
山
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

第
57
回
定
期
演
奏
会

12
月
10
日
㈯

富
山
県
民
会
館

ロ
短
調
ミ
サ
全
曲
演
奏
会

3
月
12
日
㈰

富
山
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

も
よ
お
し
の
記
録
と
案
内

12


